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※詳しくは「社会技術研究開発センターパンフレット 2011-2012」を参照のこと 

 領域の目標を共有し、個々のプロジェクトを導くための取り組み 

■（領域目標達成のための）研究開発プロジェクトの募集お
よび選考 

■領域・プログラム全体会議の開催（領域合宿※） 

 ※1泊2日。当領域ではH23年度は桐生市で開催。 

■研究開発プロジェクトの点検（体制の見直し） 

 「センターでは、総括が強力なリーダーシップを発揮して
マネジメントを推進します。総括は研究開発プロジェクトの
状況を常に把握し、必要に応じて計画の修正を指示したり、
研究区開発期間中の統廃合を行うこともあります。」 

■アウトリーチ活動、シンポジウムの開催（年1回程度） 

■研究開発プロジェクトの現地訪問（サイトビジット） 

研究開発領域・プログラムの運営マネジメント活動 
【全領域共通】 



これまで・・・ 
領域総括や領域関係者のネットワークに頼った細々とした連携

や働きかけ（政策担当者への説明等） 

関連する政策担当者への働きかけ 
体制構築準備中 
【領域独自の取り組み】 

2月の領域会議にて：政策の現場の危機意識は非常に高い。む
しろ、プロジェクトの方が時代遅れではないか、と心配することも
ある。関連する政策担当者とつなぎ、積極的に情報交換し、領

域成果をインプットしていくべき。 
（某ADより） 

■政策提言の作成・発信 
（H23年度研究計画からプロジェクト成果に基づいた政策提言

ページを追加→HPアップと領域としての発信へ） 
■各省庁の政策担当者との勉強会の設置（まずはインフォーマ

ルから） 



これまでの複数のプログラム運営の経験をふまえ、 

 

 

 

のガイドブック作成と発信をしては？ 

まずは知名度を上げることから・・・ 

RISTEXとしてできること 
（勝手な提案） 

社会の問題から構成する 
問題解決型研究開発プログラム 

「RISTEX方式」（案） 

例）Guidance for Completing the Program Assessment 
Rating Tool (PART), Office of Management and Budget, 
March 2005 

    国立科学・技術・芸術基金（NESTA・イギリス), Mass 
Localism, 2010  
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社会的課題解決と研究開発 

・社会問題解決から始めると、複数の上位政策目標（複
数省庁にまたがることも） 

 「政策→施策→プログラム」の対応に必ずしもならない 
 他省庁との重複・競合も起こりやすい 
・したがって、他省庁への成果の働きかけ方も難しい 
 どこにどのように、どのようなフェーズで働きかけるべきか 
 本来は重複・競合よりは、「連携」が望ましい 

省庁縦割り構造の課題 

・研究開発のプログラム化だけでは社会課題解決につな
がらない 

 研究開発～実装への壁はプログラム単体では乗り越えられない 
 組織的サポートが必要 

研究開発の課題 
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なかなか超えられない大きな壁 



領域の対象と必要性の明確化 
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競合・重複を避け
るのは重要だが、
どう連携できるか、
という視点も必要
では？ 
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